
- 1 - 

   令和７年８月６日 

 

高温・少雨に対するブドウ（果粒軟化期～成熟期）の技術対策 
 

 
備南広域農業普及指導センター 

 
 

1 地表面の乾燥防止 

・地表面からの水分の蒸発を防ぎ、表層根を保護するため、敷わら等(落葉、カヤ)を行

う。 

材料が十分確保できない場合は、株元近くの根の多い部分を重点的に行う。 

・草生栽培園では、原則として園内の雑草は刈り取り、敷草とする。過度な高温少雨で、

十分にかん水できない場合は、地温の上昇を抑えるため、低い位置で刈り取らない。 

 

２ 高温の回避（簡易被覆栽培） 

・袋掛け後、連続降雨がなくなったら、原則として速やかに被覆資材を除去し高温を防

止する。標高が低く、気温が高い地域ほど、除去の効果が高いと考えられる。 

・被覆を除去しない場合は、換気穴を開けて妻を開放し、気温の低下に努める。 

・被覆除去は、着色不良対策に限らず、果肉の軟化防止にも有効である（図１、表１）。 

・除去の時間帯は、日中の高温時を避け、曇天日か気温が低い朝方や夕方が望ましい。 

・除去後は、ボルドー等を散布して病害を防ぎ、防鳥ネット等を設置して鳥害を防ぐ。 
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１ （岡山農研） 

（岡山農研） 
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３ 強日射の防止と副梢管理 
（１）果粒軟化直後の管理 

・原則として、果粒軟化直後には、繁茂した副梢を切除して日照条件を改善し、果実品
質を向上させる。 

・一方で、果房への強日射を避けるため適正な葉面積を確保することも重要である。果
房周辺に葉が少ない樹（副梢葉不足、結果枝不足、若木や弱勢樹）では、副梢を過度
に除去せず基準より多めに残し、萎縮（日焼け）果の発生を防ぐ。 

・葉面積が十分に確保できない場合や日当たりが強い箇所では、果房へカサを掛ける。
なお、着色を問わない品種では遮光率の高いカサを用いる。 

（２）果粒軟化以降の副梢管理 
・果粒軟化期の副梢切除後に再伸長する場合は、早めに摘心して品質を向上させる。 

 

４ 果粒軟化期以降のかん水 
・高温乾燥が続くと、果粒の肥大不良だけでなく、果粒の軟化等により日持ち性が低下

しやすく、着色不良につながる場合もある。 
・肥大初期に乾燥した後、硬核期以降に土壌水分が増加すると裂果しやすい。 
・原則として、果粒軟化期以降に降雨がない場合、３～５日間隔で 15～20 ㎜程度のか
ん水を行う（表２）。土壌水分を急変させないよう、１回当たりのかん水量は多くせ
ず、かん水間隔を短くして、定期的にかん水することが重要である。 

・日中 35℃以上になると、１日の蒸発散量が 6 ㎜前後になる場合がある（図２）。 
・かん水施設のある園地では、早朝か夕方の気温の低い時間帯にかん水する。水量が少
ない場合や、夜温を早めに低下させるためには、夕方のかん水が有効である。 

・かん水施設のない園地では、タンク等で水を運び、樹冠下を中心に局部かん水する（ほ
場面積の 60％程度が目安）。 

・傾斜地や清耕栽培園では１回に多量かん水すると表面の流去が多く、砂質土壌の園で
は水分の浸透が速いため、１回当たりのかん水効果が劣る。このため、１回のかん水
量を少なくして、かん水間隔を短くする。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

時  期 かん水間隔 １回のかん水量 

果粒軟化期～収穫期 ３～５日 15～20 ㎜ 

収穫期～落葉期 ５～10 日 15～20 ㎜ 

２ 

表２ かん水量の目安（岡山県果樹栽培指針） 


